
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日で、７２日間の１学期が終了しました。Cha-Cha-Chaを意識した子ども主体の教育活動を進め

る中で、子どもたちは日々いろいろな経験を積み、着実に成長をしています。保護者・地域の皆様には、

本校の教育活動推進に関わって、ご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。 

 “先生から教わる”“言われたことをやる”が中心の学校生活から、“自分から学ぶ”“考えて行動する”

への転換が進む中で、子どもたちには、「自分でできた！」「このまま頑張ればもっといい自分になれる

かも！」と、自信や新たな意欲を獲得する様子が多く見られます。しかし一方で、自ら一歩を踏み出す

ことを躊躇したり、助けが来るのを待っているだけだったりする場面がまだまだ多いのも事実です。ま

た、我々教職員も、子どもたちを困らせないためについ手や口を出したくなってしまいますし、実際に

手を出してしまう場面が私自身にも多々あります。効率よく教えたり指示をしたりして導いていく場面

と、ぐっと我慢をして自分の手で何かを獲得していくのを待つ場面とのバランスを考えながら、２学期

も一人一人に寄り添った教育活動を推進していきたいと思います。 

明日からは３４日間の夏休みを迎えます。それぞれのご家庭でも、子どもたち自らに考えさせて判断

させる場面をぜひ大切にしていただければと思います。子どもたち一人一人が、規則正しく生活したり、

計画したことを実行したりしながら、短い夏を充実したものにできることを願っています。保護者・地

域の皆様も、どうぞよい夏をお過ごしください。 
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農園の作物が順調に育ってき

ています。しかし、低学年が育て

ているスイカが４つも動物に食

べられてしまいました。そこで子

どもたちが考えたのは、“スイカ

そっくりの石を近くに置く作

戦”。さて、見事にだまされ、噛み

ついてくれるのか！？結果はど

うあれ、こういった子どもたちの

発想を大切にすることが、大人が

想像もしないような発見につな

がっていく 

のです。こ 

の発想力、 

見事です！ 

石のスイカ 

発見や気づきが生まれる喜び 

純粋な驚きや感動 

やわらかな発想 

やってみようという気持ち 

 ５年生は、大正小学校の子どもたちと一緒に、１７日（木）から

宿泊学習に行ってきました。これまでの交流を通じて互いの関係が

深まっているので、素晴らしい雰囲気の中での１泊２日となりまし

た。２日目の実験室では、学校とは違う専門的な学びに目を輝かせ、

「うわっ！」「お～！すごい！」と声を上げる子どもたちが多く、学

びの楽しさを存分に味わっている様子でした。インターネットを調

べれば何でも“答え”が出てくる時代ではありますが、自ら発見し、

その結果生まれる驚きや感動を伴った“本物の学び”にかなうもの 

はありません。我々大人は、 

ついつい先回りして“答え” 

を教えてしまいがちですが、 

勉強はもちろん、子どもたち 

の毎日の生活を楽しいもの

にするためにも、大切にすべ

きことがあるとあらためて

感じさせられました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

１ 金 夏休みプール（午後） 

２ 土  

３ 日  

４ 月  

５ 火  

６ 水 夏休みプール（午前） 

７ 木  

８ 金 学校閉庁日 

９ 土  

10 日  

11 月 山の日 

12 火 学校閉庁日 

13 水 学校閉庁日 

14 木 学校閉庁日 

15 金 学校閉庁日 

16 

 

24 

土 

 

日 

 

25 月  

26 火 職員会議 

27 水 ２学期始業式 水泳学習⑤ 

28 木 
２計測（３･４年）  ナウマン号 

劇団四季鑑賞（５･６年生） 

29 金 
夏休み作品発表会  給食費納入日 

２計測（５･６年）  あぐり活動 

30 土  

31 日  

 
 
 治水の杜（もり）づくりは、堤防に沿って十

勝にある樹木を植樹して河畔林をつくり、洪水

時に氾濫をおさえると共に、緑のネットワーク

を形成することで、環境の整備と保全につなげ

る事業です。つまり、地域を守り、豊かにする

取組ということになります。１４日（月）には

３～６年生がこの事業に参加し、一生懸命苗木

を植えました。植えた木が立派な森になるのは

数十年後のことですが、将来に向けて思いを馳

せる、とてもよい時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「あぐり愛国」の学習で農業に関する機械に

ついて調べている３・4 年生は、学校の南にあ

る郷土資料館を訪れ、昔の農機具について学ん

できました。中に入ると本当にたくさんの道具

があり、子どもたちも目を輝かせて学習してい

ました。学びの成果は秋の「あぐり発表会」で

ご覧いただく予定です。どうぞお楽しみに。 

子どもたちの安心・安全のためご協力をお願いします 
○夏休み中、何か事故などがあったときには、学校にも連絡をお願いします。 

緊急でない場合の連絡は 16：00以降であれば翌日に、土日の場合は週明けの月曜日に、閉庁日

の場合は休み明けの１８日（月）でかまいませんのでよろしくお願いいたします。 
愛国小学校 ６４－４７５１ （8：30～16：00） 

○８月８日から 1５日までの学校閉庁日の期間は学校に職員は不在となりますので、緊急の場合の

連絡は、下記までお願いいたします。 

帯広市教育委員会 学校教育指導課 

６５－４２０５ （8：45～17：30） 

○何か困ったことがあったときの子どもたちの相談窓口もあります。 

子ども相談支援センター      ０１２０－３８８２－５６（無料） 

24時間子ども SOSダイヤル   ０１２０－０－７８３１０（無料） 

～
 ～

 

植えるのが難

しい堤防の斜

面にもチャレ

ンジし、最後ま

でしっかりと

植えました。 

 

暑い中を案

内してくだ

さった黒田

さん、本当

にありがと

うございま

した！ 

 


